
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月１２日に総合教育センターにおいて，令和３年度山梨県学校教育指導重点説明会が開催されました。校長先

生方におかれましては，お忙しい中御参加いただきありがとうございました。 

令和３年度山梨県学校教育指導重点は，『山梨県教育大綱』，『山梨県教育振興基本計画』を踏まえ，山梨県教育の

目指す「学び続ける人」，「共に生きる人」，「未来を拓く人」の育成に向けて，各校種を通じて県全体で重点的に取

り組むべき指針が示されています。  

そこで，私たち教職員が指導重点に示された取り組むべき内容について，まずは共通理解を図ることが大切にな

ります。その上で，それを日々の教育実践に結びつけていくことが求められます。 

今回の指導重点は，教師と児童生徒との信頼関係及び児童生徒相互のよりよい人間関係を育てる集団づくりの充

実を基盤として，その上に「確かな学力の育成」，「豊かな心の育成」，「健やかな体の育成」，「地域や世界で活躍で

きる人材の育成」，「特別支援教育の推進」の５つの重点を位置付けています。共通理解を図り，児童生徒の健全育

成のためにお取組を宜しくお願いいたします。 

「豊かな心の育成」を例に紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は ぐ く み   No.１１０ 

令和３年２月２２日発行  

http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-hym/hagukumi.html 

「豊かな心の育成」について，令和３年度

に県下全校で重点的に取り組む内容となりま

す。 

上記の指導重点を設定した根拠の一つとな

るデータを示しています。現状と課題を捉え

た上で重点を設定しています。 

 私たち教職員がこの現状と課題を共有して

指導することが大切です。 

 ・先生方の御尽力にもかかわらず，不登校 

児童生徒数は増えています。 

 ・いじめの認知を積極的にしていただいて 

いることにより，認知件数は増えていま 

す。認知件数の増加は，早期に発見し， 

早期に対応できている現状として肯定的 

に捉えています。 

 ・悩みが生じることは誰にでもあります。 

これが自らの命を左右することにならな 

いよう「SOS の出し方」について学ぶ 

ことが重要です。 

指導重点を実現するために具体的に取り組

んでいく主な内容です。 

・様々な困難や悩み，ストレス等への対処 

方法を身に付けるため，「SOS の出し方 

に関する教育」について取り組みます。 

・自己肯定感を育むことにより，いじめや 

不登校が生じにくい居心地のよい学級

づくりを推進します。 等 



 

  

今年度４月から「やまなしキャリア・パスポート」にお取り組みいただきありがとうございます。 

このキャリア・パスポートを活用することにより，「児童生徒の新たな学習や生活への意欲につながったり，

主体的に自己の在り方や将来の生き方を考えたりできるようになるとともに，教師や保護者が，児童生徒の状

況を把握し対話的に関わり目標を支援することで，学校，家庭及び地域の学びを，児童生徒が自己のキャリア

形成に生かそうとする態度が養われること」をねらいとしています。 

 過日，令和３年１月２８日付け教高第３５５５号『「やまなしキャリア・パスポート実施の手引き」の改訂

について（依頼）』が発出され，各校に届いていることと思います。今回の手引きの改訂では，３ページ目に

『管理と引き継ぎについて』が追記されました。この中で特に下記の２点について御確認をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学年末の慌ただしい時期

ではありますが，「やまなし

キャリア・パスポート」のね

らいが達成できますととも

に，児童生徒が，学ぶことと

自己の将来のつながりを見

通し自らの変容や成長を自

己評価することで，社会的職

業的自立に向けて必要とな

る資質・能力が身に付きます

よう御協力の程宜しくお願

いいたします。 

 

本年度から小学校においては，新学習指導要領本実施に伴い外国語の学習に取り組んでいただきありがとう

ございます。 

過日，令和３年１月２５日付け教義第４２４９号『「新学習指導要領対応小学校外国語教材Let’s Try！」

の発送について（依頼）』が発出され，令和３年度に使用する「Let’s Try ！」が発送業者（株式会社リフ

コム）から３月５日までに学校に送付されることになっています。併せて，直ちに開封し送付部数等に間違

いがないか確認した上で，チェックシート【様式１】に回答し各市教委にグループウェアのアンケート機能

を通じて３月１０日までに提出することになっています。 

年度末で大変慌ただしくなる時期であるとともに様々な送付物が学校に届く時期でもありますので，再度

通知を御確認いただき遺漏ありませんよう宜しくお願いいたします。 

キャリア教育 

イメージキャ

ラクター 

『キャモシカ』 

◎進級時の引き継ぎについて 

進級時の学年間の引き継ぎは，原則，教師間で行います。次の学年職員に確実に引き継ぎ，新学 

期の始まる前の児童理解，生徒理解に活用することが考えられます。 

◎進学時の引き継ぎについて 

・引き継ぎに向けて･･･小学６年生，中学３年生の時に学校のまとめとして，統一書式「振り返り 

とこれからに向けて」（やまなしキャリア・パスポート例示資料）を作成し，「やまなしキャリ 

ア・パスポート」に保管します。 

・校種間の引き継ぎ･･･原則，児童生徒を通じて行います。ただし小・中学校間においては，指導 

要録の写しなどと一緒に学校間で引き継ぐことも考えられます。 

・校種間の引き継ぎは，入学式前後の早い段階で生徒に提出を求め，新学期の始まる前の生徒理解 

に活用することが考えられます。 


